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租税教育推進協議会優秀作品の受
賞者の皆さん

事業構想大学院大学の教授から指導を受ける研究員ら（１１月１３日） 飯田・飯田赤石・飯田長姫の各ライオンズクラブの皆さん

教育委員会賞を受賞した西浦さん（左から２人目）

当地域への高等教育機関設置可能性を模索するた

め、事業構想大学院大学と連携し模擬的な大学院大

学を開校しました。３月まで計１２回の教育研究活動を

実践し、地域活性化などの事業構想案を作成します。

　

ムトス飯田３０周年の節目に、公益性が高い事業に

ついて市もパートナーとして協働することを目的に

「ムトス飯田協定」を新設し、１１月１９日に、第１号の協

定を市内の３ライオンズクラブと市が締結しました。

１１月２７日、「わが家の結いタイム」ポ

スターコンクール教育委員会賞表彰式

を行いました。９３点の応募作品の中か

ら追手町小５年の西浦ひかるさんが教

育委員会賞を受賞しました。

１１月２８日には、租税教育推進に関す

るポスター・作文の優秀作品表彰式を

行いました。応募総数８６４作品の中か

ら、ポスターの部では小学生１０作品、作

文の部では中学生９作品、高校生１作

品が優秀作品として表彰されました。

作品を通じて意識向上へ

飯田市租税教育推進協議会優秀作品表彰式
「わが家の結いタイム」ポスターコンクール表彰式

事業構想大学院大学
「飯田市プロジェクト研究」開校

まちづくり協働連携
ムトス飯田協定を新設
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技能勤労者褒賞を受賞された皆さん

天龍太鼓子ども教室の演奏が選手を力づける

クイズラリーが盛況だった給食フェア

１１月２３日勤労感謝の日に、勤労者ま

つりが勤労者福祉センターで行われま

した。ミニＳＬや木工教室、給食フェアな

どの催しのほか、綿菓子やポップコーン

などが無料で振る舞われ、家族連れを

はじめ多くの人でにぎわいました。

同日、勤労者まつりの会場では飯田

市技能勤労者褒賞式典が行われ、理容

師や調理師、大工などの職業に３５年以

上従事された２２人の皆さんが表彰され

ました。

１１月１５日～１６日、第６３回県縦断駅伝競走が行われ、

飯田下伊那チームは総合３位となり、優勝した平成２０

年以来６年ぶりにメダルを獲得しました。ゴールの県飯

田合同庁舎前の沿道では、大勢の観客が、それぞれの

地域代表のランナーに大きな声援を送りました。

ゴールする飯田下伊那チームの松山克敏選手

飯田下伊那チーム３位入賞
第６３回県縦断駅伝競走

第１７回勤労者まつり
第３５回飯田市技能勤労者褒賞
勤労への感謝を実感
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市 

長
　牧
野
光
朗

大
腸
が
ん
は
以
前
に
比
べ
て

増
加
し
て
き
た
疾
患
で
す
。
最

近
で
は
大
腸
が
ん
に
な
る
人
の

割
合
は
男
性
で
胃
が
ん
、
肺
が

ん
に
次
い
で
第
３
位
、
女
性
で

は
乳
が
ん
に
次
い
で
２
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
腸
が

ん
に
よ
る
死
亡
率
は
が
ん
に
よ

る
死
亡
の
う
ち
、
男
性
で
３
位
、

女
性
で
は
１
位
の
疾
患
で
す
。

大
腸
が
ん
は
病
気
が
進
む
前

に
見
つ
か
れ
ば
治
る
可
能
性
も

高
く
、
で
き
る
限
り
早
い
段
階

で
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
し
か
し
、
早
期
の
う
ち
に

は
症
状
も
乏
し
く
、
検
診
な
ど

で
便
潜
血
反
応
を
み
て
、
も
し

便
潜
血
陽
性
で
あ
れ
ば
大
腸
内

視
鏡
な
ど
の
精
密
検
査
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

そ
こ
で
大
腸
が
ん
が
見
つ
か

っ
た
場
合
は
、
次
は
C
T
検
査

な
ど
で
、
病
気
の
広
が
り
具
合

を
調
べ
ま
す
。
こ
れ
は
が
ん
が

他
の
臓
器
に
く
っ
つ
い
て
い
な

い
か
、
リ
ン
パ
節
や
肝
臓
な
ど

に
転
移
が
な
い
か
を
調
べ
る
の

が
目
的
で
す
。
検
査
で
大
腸
が

ん
の
切
除
が
可
能
と
判
断
さ
れ

れ
ば
、
内
視
鏡
や
手
術
な
ど
で

が
ん
を
切
除
す
る
こ
と
が
標
準

的
な
治
療
法
で
す
。
切
除
し
た

後
は
、
病
理
検
査
で
が
ん
細
胞

の
広
が
り
具
合
を
更
に
詳
し
く

検
査
を
し
ま
す
。
そ
の
結
果
で
、

術
後
補
助
療
法
と
言
っ
て
抗
が

ん
剤
の
追
加
治
療
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
の
抗
が

ん
剤
治
療
は
再
発
率
を
下
げ
る

た
め
に
、
念
の
た
め
行
う
治
療

で
す
の
で
、
通
常
半
年
間
で
終

了
し
て
、
そ
の
後
経
過
を
見
ま

す
。一

方
、
C
T
な
ど
で
切
除
が

で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合

や
、
術
後
に
再
発
し
て
し
ま
っ

た
場
合
に
は
、
抗
が
ん
剤
治
療

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
治
療
は
が
ん
の
進
行

を
遅
ら
せ
て
、
少
し
で
も
長
生

き
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
の
で
、
抗
が
ん
剤
が
効
い

て
い
る
間
は
継
続
す
る
こ
と
が

一
般
的
で
す
。

大
腸
が
ん
の
治
療
は
患
者
さ

ん
の
病
状
や
、
が
ん
以
外
の
状

態
な
ど
に
応
じ
て
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

市立病院　消化器外科

平栗　学  医師

大
腸
が
ん
に
つ
い
て

そ
の 

１２０

学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
の
機
関
誌
創
刊

　
こ
の
度
、
学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ

の
機
関
誌
「
学
輪
」
が
創
刊

発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
発
行
の
た
め
に
一
方

な
ら
ぬ
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し

た
編
集
委
員
会
の
先
生
方
、

執
筆
、
投
稿
頂
き
ま
し
た
先

生
方
に
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生

に
こ
れ
だ
け
労
力
を
割
い
て

頂
け
る
よ
う
に
な
る
と
は
、

４
年
近
く
前
の
学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ

Ａ
発
足
当
時
に
は
想
像
も
で

き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
飯
田
と
の
結
び
つ

き
を
強
め
て
頂
い
た
賜
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
号
の
機
関
誌
に
は
「
２１
世

紀
型
の
新
し
い
ア
カ
デ
ミ
ー
の

機
能
や
場
づ
く
り
を
目
指
し

て
」
と
題
し
た
法
政
大
学
の
石

神
隆
教
授
と
私
と
の
対
談
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
神
先
生

は
、
人
口
減
少
、
少
子
化
、
高

齢
化
と
い
っ
た
右
肩
下
が
り
の

時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
、
当

事
者
意
識
や
現
場
志
向
を
も
っ

て
ア
イ
デ
ア
を
摺
り
合
わ
せ
て

い
く
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
ザ
イ
ン

思
考
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
の

議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
飯

田
に
は
『
知
の
伝
統
』
の
様
な

も
の
が
歴
史
的
に
存
在
し
て
お

り
、
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

心
で
あ
る
必
然
性
が
感
じ
ら
れ

て
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
今
後
も
年
１
回
の
発
行
を

目
指
す
機
関
誌
「
学
輪
」

は
、
単
に
学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
の

取
組
内
容
を
理
解
し
て
も
ら

う
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
づ
く
り
を
考
え
る

う
え
で
示
唆
に
富
ん
だ
議
論

を
発
信
す
る
も
の
に
な
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。
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僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢僕の夢 私の夢
将来

いつぼ みさき

井坪美咲 さん
（高陵中３年）

私の将来の夢は言語聴覚士になることで

す。言語聴覚士とは耳の不自由な人の言葉

の発達の手伝いをする職業です。そんな夢

を持ったのは弟の難聴がきっかけでした。

毎週のように通うリハビリに何度かついて

行ったことがあります。そこで弟に言葉や

発音を教えてくださっていた言語聴覚士の先生に強い憧れを感

じました。まだ、言語聴覚士になるために大切なことは分かっ

ていませんが、将来、少しでも多くの人の役に立てるような人

になっていたいです。

先月の 渡部裕子 さん（丸山）からのリレー

み
そ
の
う

し
ょ
う
じ

御
薗
生 

詔
二
さ
ん
（
鼎
）

私
は
初
任
地
が
北
信
の
中
野
市
で
し
た
。

当
時
の
仲
間
か
ら
リ
タ
イ
ア
組
の
懇
親
会

を
開
く
連
絡
が
あ
り
、
十
数
名
が
山
ノ
内

町
の
温
泉
に
泊
ま
り
ま
し
た
。

一
般
道
で
善
光
寺
平
に
入
り
ナ
ビ
の
指

示
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
網
を
通
っ
て
快
適

に
着
き
ま
し
た
。
途
中
か
ら
並
走
し
て
北
陸

新
幹
線
の
橋
脚
が
奥
信
濃
へ
と
延
々
と
伸

び
て
い
ま
し
た
。

交
通
ア
ク
セ
ス
の
飛
躍
的
向
上
に
よ
り

中
野
市
の
高
丘
地
区
に
工
業
団
地
が
造
成

さ
れ
工
場
が
集
積
し
、
昔
と
ま
っ
た
く
違
う

景
観
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

飯
伊
地
域
の
両
国
道
の
慢
性
的
渋
滞
の

対
策
を
迅
速
に
進
め
て
、
南
北
格
差
が
縮

ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言



に電話します。

市役所の電話交換手がでます。

市役所の担当部署に電話がつながります。

お知らせに記載してある
課名、係名をお告げください。

0265-22-4511
市役所への電話の掛け方市役所への電話の掛け方

詳しくは窓口、営業係、ホームページをご覧下さい。

http://www.i idashinkin.co. jp/
フリーダイヤル 70120-805-123

●広報いいだ　掲載広告

特別金利定期預金

特別金利は、初回満期日までとさせていただきます。
※満期時には、満期日当日の店頭表示金利で自動継続となります。
●お預け入れ金額／お一人様10万円以上1,000万円以内
●預金の種類／スーパー定期
●ご利用の対象／個人のお客様の新規のお預け入れに限らせていただきます。

詳しくは窓口、営業係、ホームページをご覧下さい。

http://www.i idashinkin.co. jp/
フリーダイヤル 70120-805-123

5年 年0.35%
税引後：年0.278％

3年 年0.25%
税引後：年0.199％

1年 年0.15%
税引後：年0.119％

お 取 扱 期 間

11月10日●月　　1月16日●金  
平成26年 平成27年

特別金利定期預金

特別金利は、初回満期日までとさせていただきます。
※満期時には、満期日当日の店頭表示金利で自動継続となります。
お預け入れ金額／お一人様10万円以上1,000万円以内

ご利用の対象／個人のお客様の新規のお預け入れに限らせていただきます。

5年
3年
1年

6日●●金●  ●  ●

ご利用の対象／個人のお客様の新規のお預け入れに限らせていただきます。

今
年
の
冬
は

 

ワ
ン〝
暖
〞フ
ル
！！

ダ

店頭に説明書をご用意しております

2015年1月16日（金）まで
お取扱い期間 「暖」を10万円以上お預け入れの方に

「干支の置物」または「アンパンマン貯
金箱」をプレゼント！
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　飯
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、

「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運

動
」
の
一
環
と
し
て
、
書
き
そ

ん
じ
ハ
ガ
キ
を
集
め
、
発
展
途

上
国
の
教
育
の
機
会
に
恵
ま
れ

な
い
人
々
へ
の
教
育
支
援
に
役

立
て
て
い
ま
す
。

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ

収
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　１
枚
の
ハ
ガ
キ
が
、
ネ
パ
ー

ル
で
は
鉛
筆
７
本
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
は
ノ
ー
ト
２
冊
に
、

ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
１１
枚

の
ハ
ガ
キ
で
、
一
人
が
一
か
月

学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
枚
で
も
結
構
で
す
の
で
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

※
世
界
に
は
、
貧
困
な
ど
様
々

な
事
情
か
ら
学
校
に
通
え
な

い
子
ど
も
が
約
５
７
０
０
万

人
、
そ
し
て
学
校
に
行
け
な

い
ま
ま
大
人
に
な
り
、
文
字

の
読
み
書
き
が
で
き
な
い
人

が
約
７
億
７
４
０
０
万
人
い

ま
す
。

※
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運

動
」
は
、
こ
の
よ
う
な
人
々

に
「
寺
子
屋
＝
学
び
の
場
」

を
提
供
し
、
教
育
を
支
援
す

る
運
動
で
す
。

▼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
期
間

　２
月
２７
日
㈮
ま
で

▼
受
付
方
法

　生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
、

市
役
所
受
付
、
り
ん
ご
庁
舎

市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、
各
自

治
振
興
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、

図
書
館
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
各
小
・
中
学
校
で
も

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　飯
田
運
動
公
園
の
県
営
野
球

場
、
多
目
的
広
場
、
弓
道
場
に

つ
い
て
、
４
月
か
ら
平
成
２８
年

３
月
ま
で
の
利
用
申
込
の
受
け

付
け
を
始
め
ま
す
。 

▼
受
付
日
時

　２
月
１
日
㈰

　午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

▼
受
付
場
所

　新
庁
舎
３
階

　Ａ
３
０
１
、
３
０
２
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ

　生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　ス
ポ
ー
ツ
施
設
係

　内
線
５
５
７
４

※
１
月
以
降
は
内
線
３
７
３
３

飯
田
運
動
公
園
県
営
施
設

利
用
申
込
の
受
付
開
始

▼
日
時

　１
月
３１
日
㈯

　午
後
１
時
～
４
時
３０
分

▼
場
所

　飯
田
人
形
劇
場

▼
内
容

○
活
動
発
表

・
市
内
中
学
生
「
結
い
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
」
の
活
動
の
発

表
・
市
内
小
学
校
の
発
表

・
下
伊
那
農
業
高
等
学
校
ア
グ

リ
サ
ー
ビ
ス
科
の
発
表

・
「
第
５
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」
最
優
秀
作

品
の
発
表

・
「
第
４
回
わ
が
家
の
結
い
タ

イ
ム
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」

入
賞
作
品
の
発
表

○
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

　地
域
に
生
き
る
こ
と
を
テ
ー

マ
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

飯
田
市
キ
ャ
リ
ア
教
育

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
問
題
提
起
を
行
い
、
参
会

者
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・

地
育
力
ど
っ
と
ネ
ッ
ト
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
定
員

　２
０
０
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　

　地
育
力
向
上
係

　内
線
３
５
７
９

※
１
月
以
降
は
内
線
３
７
４
１

０
２
６
５（
２
２
）７
９
６
９

shougai@city.iida.nagano.jp

　地
育
力
ど
っ
と
ネ
ッ
ト

http://w
w

w
.city.iida.lg.jp/

site/chiikuryoku/

▼
問
い
合
わ
せ

　生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　

　地
育
力
向
上
係

　内
線
３
５
７
１

※
１
月
以
降
は
内
線
３
７
４
５
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１月１５日号は休刊です

　平
成
２６
年
中
に
給
与
・
賃
金

な
ど
を
支
払
わ
れ
た
方
（
会
社

な
ど
）
は
、
従
業
員
（
受
給

者
）
が
平
成
２７
年
１
月
１
日
現

在
、
実
際
に
居
住
し
て
い
る
市

区
町
村
に
「
給
与
支
払
報
告

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
電
子
申
告
シ

ス
テ
ム
）
に
よ
る
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
一
般
財
団
法
人
地

方
税
電
子
化
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.elta

x
.jp

/

▼
提
出
対
象
者

　平
成
２６
年
中
に
給
与
な
ど
の

支
払
い
を
し
た
す
べ
て
の
従

業
員

※
青
色
事
業
専
従
者
、
中
途
退

職
者
、
短
期
雇
用
者
（
パ
ー

ト
、
臨
時
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
）
も
含
み
ま
す
。

▼
提
出
期
限

　２
月
２
日
㈪

▼
提
出
先

　従
業
員
の
平
成
２７
年
１
月
１

日
現
在
の
住
所
地
の
市
町
村

▼
問
い
合
わ
せ

　税
務
課

　市
民
税
係

　内
線
５
１
６
６
・
５
１
６
７

平
成
２７
年
度

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

平成２７年度 固定資産税の償却資産の申告について

事業を営んでいる方は、毎年1月1日現在

における飯田市内の償却資産の所有状況を、

１月末までに申告していただくことになってい

ます。平成２７年度償却資産申告書を発送さ

せていただきましたので、お手元に届きました

ら申告書に同封の『償却資産（固定資産税）

の申告の手引き』をご参考に、期限内の申告

をお願いいたします。

▼申告書について

　　事業開設届や調査により償却資産申告書

を発送していますが、事業を営んでいる方で

償却資産申告書がお手元に届かない方は、

お手数ですがご連絡ください。申告書を発送

させていただきます。

▼提出先　　税務課、各自治振興センター（橋北、橋南、羽場、丸山、東野地区を除く）
　※所有されている資産に変更がない場合も申告をお願いいたします。

償却資産とは、事業を営む個人の方や法人が

その事業に使用するために所有されている、構築

物、機械、運搬具、器具および備品などの事業用

資産をいいます。

（固定資産税の対象となる家屋や、自動車税、軽自動
車税の対象となるものは除きます）

広告塔、レジスター、ビニールハウス、農機具類、

門などの外構工事、駐車場などの舗装路面、太

陽光発電設備など。

償却資産の一例

償却資産とは

問い合わせ 税務課　資産税家屋係　　　内線５１７８

▼申告期限　　２月２日㈪



［広報いいだ］２０１５.１.１ 12

要介護認定を受けている方の障害者控除について
要介護認定を受けている６５歳以上の方で、福祉事務所長から障害者に準ずる状態であると認められた方は、
申告時に長寿支援課が発行した「障害者控除対象者認定書」を添付することにより、障害者控除が受けられます。
※「障害者控除対象者認定書」は、交付申請をいただいた後、審査会での審査を行い「障害者」または「特別障害

者」と認定された方に送付されます。審査会後に結果を送付いたしますので、お待たせすることになりますが、ご了

承ください。

要介護認定を受けている方が医療費控除でおむつ代を申告する際の証明書について
医療費控除でおむつ代を申告する場合には、おむつ代の領収書に加えて、医師の発行する「おむつ使用証明書」

が必要になります。ただし、要介護認定を受けている方が申告する場合には、以下のいずれの要件も満たす方に限
り、長寿支援課が発行する「主治医の意見書の確認書」を「おむつ使用証明書」の代わりとすることができます。

※「Ｂ１」以上とは、日中もベッド上での生活を主とし、食事、排泄、着替え等、部分的または全面的に介助を必要とする方です。

【要件】　・おむつ代を申告するのが２年目以降の方
　　　　　　　・要介護認定時の主治医の意見書に、寝たきり度が「Ｂ１」以上、かつ「尿失禁」の記載がある方

問い合わせ 長寿支援課　介護認定支援係　内線 ５７６６

市・県民税の申告が必要か確認してください

平成２６年１月１日から１２月３１日までの収入に応じて、手続きをご確認ください

申告が必要ない方申告が必要ある方

●収入が年末調整済みの給与以外に、他の収入が無
かった方

●収入が公的年金のみで、他に収入が無かった方のう
ち、公的年金の収入金額が次の金額以下の方

◎６５歳以上の方……収入金額が１４８万円以下

◎６５歳未満の方……収入金額が９８万円以下

●事業所得、不動産所得、雑所得など給与や公的年金
以外の所得があった方

●医療費控除などの控除を受ける方

●源泉徴収票に記載された控除の内容に変更がある方

●収入が遺族年金、障害年金、雇用保険（失業給付金）
のみだった方

●収入がなかった方

所得税の確定申告をする

平成２７年１月１日に
飯田市に住所があった

１月１日に住所のあった
市区町村に申告してください

住民税の申告は必要ありません

「障害者控除対象者認定書」 と 「主治医の意見書の確認書」 の交付申請先と申請受付期間

申請受付期間 １月５日（月）～２月２７日（金）
○長寿支援課（新庁舎Ａ棟Ａ１１）、各自治振興センター（橋北、橋南、羽場、丸山、東野を除く）

○申請の際は、印鑑をご持参ください。

いいえ

はい

いいえ

はい

詳しくは、飯田市のウェブサイトをご覧ください
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１月１５日号は休刊です

まもなく市・県民税の申告の時期ですまもなく市・県民税の申告の時期です
問い合わせ 税務課　市民税係　内線 ５１６２

申告相談の受付時間

※上村、南信濃地区のうち、木沢地区会館、八重河内地区館、大町老人多目的センター、
下栗総合交流会館、程野区民センターは、午後の受付時間が他会場と異なります。

■受付時間／午前９時～１１時３０分まで　午後０時３０分～２時まで

■平日／午前９時～１１時３０分、

午後１時～４時まで　 

■２月１４日㈯／午前９時～正午まで

■３月１４日㈯／午前９時～午後１時まで

申告書と関連書類の配布場所

ご注意くださいご注意ください

■場所／市役所新庁舎１階、各自治振興センター（橋北、橋南、羽場、丸山、東野を除く）、りんご庁舎２階

■配布開始時期／平成２７年１月末頃

公的年金などの収入金額の合計が４００万円以下（所得税の確定申告が不要）の方へ

次に掲げる状況に当てはまる方は、飯田市へ市・県民税の申告書の提出が必要です。
公的年金等の源泉徴収票に記載されている配偶者控除、扶養控除、寡婦（寡夫）控除の内容に変更がある方

公的年金等の源泉徴収票に記載された以外の国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料等について社会
保険料控除を受ける方

医療費控除、生命保険料控除、地震保険料控除、障害者控除、寄附金税額控除等の控除を受ける方

公的年金等の雑所得以外に、２０万円以下の所得がある方（公的年金等の所得の他に２０万円を超える所得がある方は、
所得税の確定申告が必要です。）

※２６年度分市・県民税の申告書を提出いただいた方のうち、２７年度分も申告書の提出が必要と思われる方に対してお送り
します。新たに郵送を希望される場合は、税務課市民税係までご連絡ください。

市・県民税の申告書の発送予定日

■１月２３日（金）　

★午前、午後の指定地区の詳細は、
広報いいだ２月１日号にてお知らせします。

日　付 曜日 会　　　場 日　付 曜日 会　　　場

月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
土

２月２３日
２月２４日
２月２５日
２月２６日
２月２７日
３月２日
３月３日
３月４日
３月５日
３月６日
３月９日
３月１０日
３月１１日
３月１２日
３月１３日
３月１４日

２月６日

２月９日

２月１０日

２月１２日

２月１３日
２月１４日
２月１６日
２月１７日
２月１８日
２月１９日
２月２０日

金

月
　

火

木

金
土
月
火
水
木
金

木沢地区会館

大町老人多目的センター
上村保健センター

八重河内地区館
下栗総合交流会館
南信濃地域交流センター
程野区民センター
南信濃地域交流センター

竜丘公民館

市役所新庁舎

龍江公民館
千代公民館

上郷公民館

座光寺公民館

山本公民館

伊賀良公民館

鼎自治振興センター

川路公民館

松尾公民館

下久堅公民館

上久堅公民館

三穂公民館

飯田文化会館

３月１６日 月
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▼
対
象

　保
育
園
・
幼
稚
園
児
以
上

▼
日
時

　１
月
２４
日
㈯

　午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
１５
分

▼
場
所

　

　中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
内
容

　

　柿
の
出
て
く
る
絵
本
・
紙
芝

居
・
柿
つ
る
し
体
験

　干
し
柿
を
食
べ
て
み
よ
う
！

▼
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

お
楽
し
み
会

「
柿
の
お
は
な
し
」

　放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
な
ど

幅
広
く
学
べ
ま
す
。

　平
成
２７
年
度
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
出
願
期
限

　３
月
２０
日
㈮

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

０
２
６
６（
５
８
）２
３
３
２

０
２
６
６（
５
７
）１
１
３
５

h
ttp

://w
w

w
.o

u
j.a

c.jp

放
送
大
学
で
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か

　一
口
に
起
業
と
言
っ
て
も
、

や
り
方
や
形
は
様
々
で
す
。
こ

こ
に
来
て
、
先
輩
の
体
験
談
を

聞
き
、
自
分
の
起
業
ス
タ
イ
ル

を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
女
性

起
業
家
に
よ
る
体
験
発
表
や
、

関
係
支
援
機
関
に
よ
る
制
度
説

明
や
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

　す
で
に
起
業
し
て
い
る
、
ま

た
は
起
業
に
関
心
の
あ
る
女

性 女
性
起
業
家
と
話
そ
う

月
一
サ
ロ
ン

　障
が
い
お
よ
び
障
が
い
者
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る
映
画

の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　１
月
１７
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

（
受
付
午
後
１
時
～
）

▼
場
所

　飯
田
人
形
劇
場

▼
上
映
映
画

　「
ぼ
く
は
う
み
が
み
た
く
な

り
ま
し
た
」

　ひ
と
り
の
自
閉
症
の
青
年
と
、

そ
の
周
囲
の
人
々
が
織
り
成

す
、
心
温
ま
る
感
動
の
ヒ
ュ

ー
マ
ン
・
ド
ラ
マ
で
す
。

▼
参
加
費

　無
料

▼
定
員

　１
５
０
人

▼
申
込
方
法

　電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　１
月
９
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
伊
圏
域
障
が
い
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー

０
２
６
５（
２
４
）３
１
８
２

０
２
６
５（
２
４
）３
１
９
２

福
祉
映
画
上
映
会

▼
日
時

　２
月
７
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
４
時

▼
場
所

　飯
田
商
工
会
館
１
階
商
店
街

交
流
ホ
ー
ル
（
常
盤
町
）

▼
定
員

　３０
人

※
託
児
あ
り
。
満
１
歳
～
未
就

学
児
童
（
先
着
１０
人
）

▼
申
込
方
法

　電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

　日
本
政
策
金
融
公
庫

　伊
那
支
店

０
２
６
５（
７
２
）５
１
９
５

０
２
６
５（
７
３
）８
９
４
９

　長
野
県
内
の
農
業
法
人
や
農

家
に
就
職
を
希
望
し
て
い
る
方

と
求
人
募
集
を
し
て
い
る
農
業

法
人
・
農
家
と
の
合
同
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　将
来
独
立
し
て
就
農
を
考
え

て
い
る
方
へ
の
就
農
相
談
も
行

い
ま
す
。

▼
対
象

　農
業
法
人
や
農
家
へ
就
職
を

希
望
す
る
方
、
検
討
中
の
方

▼
日
時

　

長
野
県
農
業
法
人
等

就
業
フ
ェ
ア

　１
月
１８
日
㈰

　午
前
１０
時
～
午
後
３
時
３０
分

▼
場
所

　長
野
県
松
本
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
大
会
議
室

※
入
場
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　長
野
県
新
規
就
農
相
談
セ
ン

タ
ー
事
務
局

　（
公
益
社
団
法
人

　長
野
県

農
業
担
い
手
育
成
基
金
）

０
２
６
２（
３
１
）６
２
２
２
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１月１５日号は休刊です

　飯
田
市
こ
ど
も
家
庭
応
援
セ

ン
タ
ー
は
、
平
成
２７
年
７
月
１

日
に
、
り
ん
ご
庁
舎
で
開
所
を

予
定
し
て
い
る
子
育
て
支
援
の

拠
点
施
設
で
す
。

▼
セ
ン
タ
ー
の
機
能

○
多
く
の
親
子
が
寄
り
集
ま
る

場
と
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

主
体
的
に
関
わ
る
場
を
創
り

な
が
ら
、
子
育
て
家
庭
を
応

飯
田
市
こ
ど
も
家
庭
応
援

セ
ン
タ
ー
の
愛
称
募
集

　飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
震
災
直
後
か
ら
行

っ
て
き
た
岩
手
県
下
閉
郡
山
田

町
へ
の
継
続
支
援
と
し
て
、
山

ベ
ル
マ
ー
ク
の
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　弁
護
士
に
よ
る
法
話
を
毎
月

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
結

婚
・
離
婚
、
親
子
、
相
続
を
め

ぐ
る
話
で
す
。

▼
日
時

　１
月
２３
日
㈮

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

　飯
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

　

　川
島
一
慶
さ
ん
（
弁
護
士
）

▼
テ
ー
マ

　戸
籍
の
し
く
み

▼
申
込
方
法

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

　飯
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８

暮
ら
し
に
役
立
つ
法
律

の
は
な
し

援
す
る
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
。

○
専
門
職
を
配
置
し
、
よ
り
幅

広
い
相
談
が
気
軽
に
で
き
る

窓
口
と
し
て
、
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
適
切
に
支
援

に
つ
な
げ
る
。

▼
対
象

　飯
田
市
在
住
の
方

▼
募
集
内
容

　セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
や

特
徴
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
、
親

し
み
や
す
く
呼
び
や
す
い
愛

称
を
募
集
し
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法

　り
ん
ご
庁
舎
、
市
役
所
窓
口
、

各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
て
あ
る
応
募
用
紙
に
記

入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

応
募
も
で
き
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
ま
す
。

※
１
人
１
案
ま
で
と
し
ま
す
。

▼
応
募
期
間

　１
月
５
日
㈪
～
２３
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効

▼
注
意
事
項

○
選
定
さ
れ
た
愛
称
の
著
作
権

田
町
社
協
を
通
じ
、
町
内
の
小

学
校
に
ベ
ル
マ
ー
ク
を
送
っ
て

施
設
整
備
な
ど
に
役
立
て
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
ベ
ル

マ
ー
ク
収
集
に
、
ぜ
ひ
、
ご
協

力
く
さ
い
。

　

▼
ベ
ル
マ
ー
ク
回
収
場
所

　各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
窓
口
、

橋
北
・
橋
南
・
羽
場
・
丸
山

・
東
野
公
民
館
窓
口
、
り
ん

ご
庁
舎
窓
口
、
市
役
所
窓
口
、

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
窓

口（
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
２
階
）

▼
問
い
合
わ
せ

　飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

　飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー（
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
内
）

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
２

・
使
用
権
な
ど
一
切
の
権
利

は
、
飯
田
市
に
帰
属
す
る
も

の
と
し
ま
す
。 

○
応
募
さ
れ
た
愛
称
は
返
却
い

た
し
ま
せ
ん
。 

○
応
募
に
係
る
一
切
の
費
用
は

応
募
者
の
負
担
と
し
ま
す
。 

○
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
愛

称
の
選
定
以
外
の
目
的
で
利

用
な
ど
は
し
ま
せ
ん
。

○
選
定
さ
れ
た
愛
称
の
応
募
者

の
名
前
を
公
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
（
公
表
の
際
に

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
使
い
た
い

方
は
、
そ
の
旨
ご
記
載
く
だ

さ
い
。）

▼
選
考
方
法

　飯
田
市
社
会
福
祉
審
議
会
児

童
福
祉
分
科
会
で
協
議
し
、

　選
定
し
ま
す
。

▼
選
考
結
果
発
表

　市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

※
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
記
念

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　〒
３
９
５
―
０
０
４
４

　本
町
１
―
１５（
り
ん
ご
庁
舎
）

　子
育
て
支
援
課

　子
育
て
支
援
係

　内
線
５
３
４
６

０
２
６
５（
２
２
）８
１
３
３



　でんわ　（0265）

28-2828

飯田駅 伊賀良 中央道上飯田 中央道高森 中央道松川 一之瀬脳神経外 相澤病院 信大病院

7:20　発 7:32　発 7:38　発 7:42　発 7:47　発 8:40　着 8:50　着 9:00　着
信大病院 相澤病院 一之瀬脳神経外 中央道松川 中央道高森 中央道上飯田 伊賀良 飯田駅

13:30　発 13:40　発 13:50　発 14:43　着 14:48　着 14:52　着 14:58　着 15:10　着
　　　運賃＝飯田駅・伊賀良・上飯田⇔松本間 　３,６００円　 ◇　高森・松川⇔松本間 　３,４００円

『高速乗合タクシー』 飯田 ⇔ 松本便

 変更　毎日１往復　＜年中無休＞　前日までの予約制
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　朦
朧
体
の
時
代
、
金
や
銀
の

絵
具
を
多
用
し
た
春
草
の
絵
画

は
、
時
に
「
金
銀
体
」
と
も
称

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
晩
年
、

装
飾
美
を
追
究
し
た
春
草
は
再

び
金
や
銀
の
色
彩
を
求
め
ま
す
。

金
と
銀
、
こ
の
特
徴
あ
る
色
彩

の
意
味
に
つ
い
て
、
気
鋭
の
明

治
美
術
研
究
家
が
最
新
の
研
究

成
果
を
も
と
に
く
わ
し
く
紹
介

し
ま
す
。

▼
日
時

　１
月
１８
日
㈰

　午
後
１
時
３０
分
～

▼
場
所

　美
術
博
物
館
講
堂

▼
演
題

　「
春
草
と
金
銀
体
」

▼
講
師

　塩
谷
純
さ
ん

　（
東
京
文
化
財
研
究
所
近
・

現
代
視
覚
芸
術
研
究
室
長
）

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
術
講
座

　第
３
講

　伊
那
谷
の
自
然
と
そ
の
成
り

立
ち
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
周
辺
域
を
含
め
て
幅

広
く
学
び
ま
す
。

　ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時

　１
月
２５
日
㈰

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

▼
場
所

　美
術
博
物
館
講
堂

▼
テ
ー
マ

　台
湾
の
自
然

▼
講
師

　金
澤
重
敏
さ
ん

　（
伊
那
谷
自
然
友
の
会
）

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
の
自
然
講
座

「
広
報
い
い
だ
」

表
紙
写
真
の
募
集

　飯
田
の
魅
力
発
信
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
広
報
紙
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

広
報
い
い
だ
の
表
紙
写
真
（
平

成
２８
年
１
月
１
日
号
～
６
月
１

日
号
）
を
募
集
し
ま
す
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
は
、

市
が
発
行
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
す
る
写
真

市
内
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、

季
節
感
の
あ
る
写
真
、
生
き

生
き
と
し
た
市
民
活
動
の
写

真
な
ど

▼
応
募
資
格

ど
な
た
で
も

▼
応
募
期
間

　

１
月
５
日
㈪
～
６
月
３０
日
㈫

▼
応
募
規
定

○
２
Ｌ
以
上
四
つ
切
り
ま
で
の

サ
イ
ズ
の
写
真

○
縦
写
真
に
限
り
ま
す
。

○
作
品
は
１
点
に
つ
き
１
枚
、

１
人
２
点
ま
で
と
し
ま
す
。

○
加
工
作
品
は
応
募
で
き
ま
せ

ん
。

○
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

▼
応
募
方
法

写
真
と
、
応
募
用
紙
を
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
応
募
写
真
は
返
還
い
た
し

ま
せ
ん
。）

※
応
募
要
綱
、
応
募
用
紙
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
ま

た
は
、
広
報
広
聴
係
、
各
自

治
振
興
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
設

置
し
ま
す
。

※
注
意
事
項
な
ど
詳
細
は
、
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
審
査

○
市
理
事
者
や
有
識
者
（
写
真

に
詳
し
い
方
）
な
ど
に
よ
り

審
査
会
を
開
催
し
、
決
定
し

ま
す
。

○
審
査
結
果
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
。
採

用
者
以
外
の
方
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
の
掲
載
を

も
っ
て
結
果
通
知
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
表
紙
写
真
と
し
て
採
用
さ
れ

た
方
に
は
図
書
券
２
０
０
０

円
分
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
―
８
５
０
１

大
久
保
町
２
５
３
４

広
報
情
報
課

　広
報
広
聴
係

　内
線
２
１
２
５

※
１
月
以
降
は
内
線
２
３
１
５

飯田市公式

 フェイスブック
飯田市公式

 フェイスブック

「広報いいだ」「広報いいだ」「広報いいだ」

市政情報や市の魅力を
飯田女子短期大学の学生
レポーター「いいレポ☆」の
メンバーと協働で発信中!!



に

広告を掲載しませんか
広告掲載料金 ※１回の掲載当たり広告掲載料金 ※１回の掲載当たり

★縦５０mm × 横１８０mm

★縦５０mm × 横８９mm

２５,０００円

１４,０００円

■申し込み・問い合わせ／広報情報課　広報広聴係　

※申込方法など詳細は
お問い合わせいただくか
市ウェブサイトを
ご覧ください。
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１月１５日号は休刊です

　上
郷
考
古
博
物
館
で
は
も
の

づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。
大
人
も
楽
し
め
る

内
容
で
す
。

▼
日
時

　２
月
８
日
㈰

　午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

▼
場
所

　上
郷
考
古
博
物
館

　

▼
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
弥
生

土
器
を
つ
く
ろ
う

　紙
を
切
り
貼
り
し
て
弥
生
時

　代
の
甕
（
か
め
）
型
土
器
を

つ
く
り
ま
す
。

○
対
象

　小
学
生
高
学
年
以
上

○
参
加
費

　１
０
０
円

○
定
員

　１０
人

▼
古
代
の
お
金
を
つ
く
ろ
う

　低
い
温
度
で
溶
け
る
金
属
を

鋳
型
に
流
し
て
、
富
本
銭
や

和
同
開
珎
を
つ
く
り
ま
す
。

○
対
象

　小
学
生
以
上

※
低
学
年
は
保
護
者
同
伴

○
参
加
費

　２
０
０
円

○
定
員

　２４
人

▼
申
込
方
法

　ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
明

記
の
上
、
Ｅ
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

考
古
博
冬
の
工
房

　親
子
や
夫
婦
関
係
問
題
、
借

家
土
地
問
題
、
差
別
問
題
、
サ

ラ
金
、
家
庭
内
暴
力
、
セ
ク
ハ

ラ
、
虐
待
な
ど
の
問
題
で
お
困

り
の
方
い
ま
せ
ん
か
。
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
守

り
ま
す
。

▼
日
時

　１
月
１８
日
㈰

　午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所

　竜
丘
公
民
館

特
設
人
権
相
談
所

　２
週
間
以
上
眠
れ
な
い
、
朝

早
く
目
が
覚
め
る
、
食
欲
が
な

い
、
や
る
気
が
で
な
い
、
人
と

会
う
気
が
し
な
い
…
な
ど
の
症

状
の
あ
る
方
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
守
り
ま
す
。

▼
日
時

　毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

　午
後
１
時
３０
分
～
、
３
時
～

※
予
約
が
必
要
。

▼
場
所

　り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室
３

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　保
健
課

　保
健
指
導
係

　内
線
５
５
１
５

※
１
月
以
降
は
内
線
５
３
０
６

こ
こ
ろ
の
相
談

会
場
の
変
更

　農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対
策
、

隣
接
農
地
の
管
理
へ
の
苦
情
、

農
業
者
年
金
な
ど
農
地
に
関
す

る
相
談
を
、
各
地
区
担
当
の
農

業
委
員
と
農
業
委
員
会
事
務
局

職
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

　開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
川
路
地
区
で
は
、
竜
丘
地
区

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
鼎
・
上
村
・
南
信
濃
地
区
は

予
約
制
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

ご
相
談
さ
れ
た
い
方
は
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
日
時
・
場
所
に
つ

農
地
相
談

い
て
調
整
を
行
い
ま
す
。

▼
開
催
地
区
・
開
催
日

○
２
月
２
日
㈪

　

 

　座
光
寺
・
上
久
堅
・
千
代

○
２
月
３
日
㈫

　松
尾

　

 

○
２
月
４
日
㈬

　

 

　飯
田
・
上
郷
・
伊
賀
良

○
２
月
５
日
㈭

　三
穂

○
２
月
６
日
㈮

　川
路

▼
場
所

　

　開
催
地
区
Ｊ
Ａ
の
各
支
所
・

事
業
所

▼
時
間

　午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

▼
問
い
合
わ
せ

　農
業
委
員
会
事
務
局

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
締
切

　２
月
３
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　上
郷
考
古
博
物
館

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
６

kouko@
iida-m

useum
.org

※
当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
毎

週
火
曜
日
と
金
曜
日
に
は
、

　法
務
局
飯
田
支
局
４
階
に
お

い
て
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、

　ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
　

　長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局

内　飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

０
２
６
５（
２
２
）０
０
１
４
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(６) 職員（職責別）の年間平均給与額（２５年度）

(５) 特別職の退職手当

(３) 特別職の報酬等の状況（２６年４月１日現在）

○市では１５年度、１９年度および２５年度に特殊勤務手当の精査を行い９手当を廃止しています（２６年４月１日現在１５手当）。

○勤勉手当の支給率は職員の総支給額の上限であり、市では人事評価に基づいた支給率の増減を行っています（現在は管理職のみ）。
○支給率は、国と同じです。

○退職手当の支給率は、国家公務員の退職手当法に準拠して決定しています。

○１４年度から特別職の報酬月額の削減を実施しています。
　　現在の削減率は、理事者（市長･副市長・教育長）が５％です。
○議員（議長、副議長、議員）は、期末手当から報酬月額の３％を減じています。

(４) 職員の初任給の状況（２６年４月１日現在）

○期末勤勉手当の支給率は、国や民間事業所の支給実態調査に基づき人事院勧
告がなされ、これに全国の市町村が準拠して決定しています。また、より当地域の
実態に近いものになるよう長野県の実施する民間調査も考慮されています。

③ 期末・勤勉手当（２６年４月１日現在）

（参考） ２５年４月１日現在の給料平均額の比較では、県内１９市中飯田市は部長級で９番目、課長級で６番目、課長補佐級で９番目、
　　　　　　 係長級で１０番目、役職なし主事で９番目となっています。

○２６年１月１日から国の初任給と同額に引き下げました。

② 特殊勤務手当（２６年４月の支給実績より）

④ 退職手当（２６年４月１日現在）

給料の調整額（病院勤務職員に支給）、
単身赴任、時間外勤務、休日勤務、夜間勤務、
宿日直、管理職員特別勤務、管理職、災害派遣

⑤ その他の諸手当等

特殊勤務手当は、危険性、不健康性または困難性を伴う勤務に従事した職員に支給される手当です。

○職員数は２５年度末の普通会計職員であり、２５年度中に退職・休職・育児休業した職員、年度中途採用の職員を除いています。
　また、年収額は控除前の額であり、実際には諸税や健康保険・年金の自己負担分などが控除されます。

支 

給 

率

支 

給 

率

部 長 １２人 ５８歳 ２月 ３４年　２月
課 長 ４１人 ５６歳 ２月 ３２年１０月
課長補佐 ５７人 ５２歳　９月 ２９年　８月
係 長 １１３人 ５０歳 ２月 ２７年　７月
役 職 なし ４７０人 ３９歳 ４月 １５年　４月

職
　
責 職員数 平均年齢

平 均
勤続年数

平均給料額
（基本給 年間）

平均手当額
（年間）

年 収
（控除前）

５,３２１,５８７円 ３,０７０,７２１円 ８,３９２,３０８円
４,９７３,５７９円 ２,７３２,４７９円 ７,７０６,０５８円
４,６７９,０２７円 ２,２３５,１２３円 ６,９１４,１５０円
４,４０７,６７６円 １,８８２,４５８円 ６,２９０,１３４円
３,４５５,４２２円 １,３６２,１９０円 ４,８１７,６１２円

区　　分 退職手当の算出方法
市長 給料月額 × 勤続月数（上限４８月）× ０.５０
副市長 給料月額 × 勤続月数（上限４８月）× ０.３５
教育長 給料月額 × 勤続月数（上限４８月）× ０.３０

区　　分 実支給額 期末手当

副市長
８７６,０００円

教育長
７２０,０００円

６月期　１.４０月分

市議会議長
　　６２４,０００円

１２月期　１.５５月分
市議会副議長

４９９,０００円

　計　　２.９５月分
市議会議員

４３６,０００円

市長

　　４０７,０００円

自己都合 早期退職 定　年
２１.６２月分 ー ２７.０２５月分
３０.８２月分 ３６.５７月分 ３６.５７月分
４３.７月分 ５２.４４月分 ５２.４４月分
５２.４４月分 ５２.４４月分 ５２.４４月分

勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度

６月期
１２月期
計

期末手当 勤勉手当
１.２２５月分０.６７５月分
１.３７５月分０.６７５月分
２.６０月分 １.３５月分

行政上級試験採用
(大学卒程度)

１７２,２００円

（総合職）
１８５,８００円

（一般職）
１７２,２００円

行政初級試験採用
(高校卒程度)

１４０,１００円
（一般職）
１４０,１００円

区　　分 飯 田 市 国 

一 般 行 政 職 ３１/６６２人 ０.３万円 税の賦課や徴収、用地交渉、給水停止処分などを行った職員に１日につき定額を支給
医 師 ２６/８１ １３.９ 医療業務に従事する医師に勤務した実績に応じて支給
看護職・保健師 ２６２/４０２ 　  ３.０ 病院で深夜（２２時～翌日５時）勤務を行った職員に１回につき定額を支給
医 療 技 術 職 ３３/１４４ ０.９ 病院で救急患者のために待機を行った職員に１日につき定額を支給
介 護 員 ２２/３５ ２.３ 病院で深夜（２２時～翌日５時）勤務を行った職員に１回につき定額を支給
調 理 員 １７/４８ ０.５ 早出勤務を行った調理員に時間外勤務手当に替えて１回につき定額を支給

職
　
種 支給職員/職員数

支給職員１人
あたり平均月額

主　な　支　給　内　容

２０ページから２１ページへ続く
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１月１５日号は休刊です

人事行政の運営状況をお知らせします 人事行政の運営状況をお知らせします 

市職員の給与や定員管理の状況などを市民の皆さんによりいっそう理解していただくため、地方公務員法・市の条
例の規定に基づき、毎年その状況を公表しています。なお公表内容は、特段の説明がない限り一般職の正規職員の
状況となっています。

採用・退職、職員数の状況

(１) 採用・退職の状況

(２) 職員数の状況

※一般行政職：事務職、技師（土木、建築等）
　　専門職：保健師、保育士、介護員、教諭等
　　医療技術職：薬剤師、診療放射線技師、臨床検査技師、理学療法士、管理栄養士、作業療法士、言語聴覚士その他の病院勤務職
　技能労務職：調理員等

職員給与の状況

(１) 人件費の状況（各年度普通会計決算)

(２) 職員手当の状況（２６年４月１日現在の制度)

※諸手当は、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当などであり、退職手当は含みません。職員数は各年４月１日現在。

※職員数は、一般職（教育長除く）の職員数です。

２６年４月１日現在の普通会計職員数は、前年比△１人
(０.１％)減となっています。その他会計職員数は、前年比
２人(０.２％）増となっており、主に病院機能充実のため医
療職職員の採用を増やしたことによるものです。

(３) 職員数の県内他市との比較

(４) 定員適正化計画（６次）の進捗状況

２６年４月１日現在の市民１万人あたりの普通会計職員数は６９.５
人であり、県内１９市との比較では少ないほうから７番目となってい
ます。１９市の平均は７０.７人であり、当市の人口規模である約１０万
人に換算して比較すると、飯田市の職員数の水準は平均を１２人下
回っています。

○計画の概要（計画期間：２３年４月１日～２９年４月１日）
２３年４月１日現在の総職員数８２０人（市立病院及び介護老人保健施
設を除く。）を２９年４月１日時点で８００人以下（△２.４%）とするものです。

○進捗状況　　
２６年４月１日現在の実職員数は８１０人であり、計画の起点となる２３年４月１日現在の８２０人に比べて△１０人（△１.２％）
の削減をしました。

① 月額支給手当

退職（２５.４.１～２６.３.３１）

採用（２５.４.２～２６.４.１）

一般行政職 専門職 医　　師 看護職 医療技術職 技能労務職 任期付研究員 合　　計

１９ １１ １５ ３０ ３ ４ １ ８３

２４ ６ １７ ２３ １１ ０ １ ８２

普通会計

その他

H１７.１０.１ H２５.４.１ H２６.４.１ 対前年増減数

（人）　　７５８ ７３０ ７２９ △ １

６８０ ７７８ ７８０ ２

給料（基本給） 諸手当 期末・勤勉手当 計 

２,６６１,４６６千円 ４８５,７７３千円 ９４４,４１７千円 ４,０９１,６５６千円 ３２６,０００円

２,６８８,７１６千円 ４５３,９１６千円 ９４９,８３６千円 ４,０９２,４６８千円 ３２７,５００円

職 員 給 与 費 （参考）
一般行政職の平均給料月額

２５年度

２４年度

７３０人

７３２人

職員数

項　目 説　　　　　　　　明 国との制度の異同

扶養手当 扶養親族のある職員に支給されます。 同じ

住居手当
借家または借間に居住し、一定額を超える家賃を支払っている職員
に支給されます。

同じ

通勤手当
通勤のために公共交通機関または交通用具等を利用して通勤する
職員に支給されます。

同じ

人事課　人事係　

問い合わせ

単位：人

１００

１１０

９０

８０

７０

６０

０
県内各市

市民１万人あたり職員数

６９.５人
（１３番目）

２６年４月１日現在
県内１９市平均７０.７人

飯
田
市
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(２) 休暇・休業の状況

※療養休暇、産前産後休暇、介護休暇、育児休業の取得状況は、期間内に休暇等を開始した職員の延べ人数となっています。

※処分件数は職員の延べ人数となっています。

市の職員には服務上の義務が地方公務員法によって
規定されています。主な義務は右のとおりです。
なお、職務専念義務と営利企業等への従事制限につ
いては、条例規則等で定める一定の条件のもと、免除ま
たは許可を行う場合があります。

分限処分・懲戒処分等の状況

服務の状況

(１) 福利厚生制度の状況　（２５年度）

(２) 公務災害の状況

福祉および利益の保護の状況

公平委員会の報告事項

市の職員が公務上、死亡したり、負傷または疾病にかかったり、またはその結果で障害が残った
場合には、公務災害補償（民間の労働災害保険にあたるもの）が行われます。

市の職員は労働基本権が制限されているため、その代償的措置として、公平委員会に対して勤務条件に対する措置要求や不利益処分

に対する不服申立てできる制度が用意されています。２５年度は、措置要求、不服申立ともにありませんでした。

服務上の義務
（地方公務員法）

職務専念義務、信用失墜行為の禁止、
守秘義務、政治的行為の制限、争議行為
等の禁止、営利企業等への従事制限

上記義務に対する
違反（２５年度） ５件

年次休暇
（有給）

１年につき２０日付与　　※翌年に限り繰越可能（最大２０日） 平均取得日数６.６日（消化率１７.４%）

療養休暇
（有給）

負傷又は疾病のため、療養する必要がある場合に認められる休暇
療養に要する期間を付与（疾病等の種類により最大９０日/１８０日）

１週間を超える療養休暇取得者 延べ６５人

特別休暇
（有給）

結婚、産前産後、忌引など特別な事由がある場合に認められる休暇
休暇の種類により異なる期間を付与

代表的な産前産後休暇の取得者 延べ８２人

介護休暇
（無給）

日常生活に支障がある特定の家族を介護する場合に認められる休暇
連続する６月の期間内において必要と認められる期間を付与

０人

組合休暇
（無給）

職員団体の業務に従事する場合に認められる休暇
１年につき３０日以内で付与

０人

育児休業
（無給）

３歳に満たない子を養育する場合に承認される休業 延べ４２人

休暇等の種類 概　要 ・ 付与日数等 取得状況等（２５.１.１～２５.１２.３１）

公務災害補償の
請求件数（２５年度）

４件

職員の健康管理

職員共済会への
補助

普通会計決算額　９,５０５千円　（前年度 ９,５３８千円）
市が地方公務員法の規定により事業主として行うべき厚生事業の一部を、条例に基づき設置している職員の
互助組織（飯田市では「職員共済会」といいます）に実施させており、それに要する費用の一部を職員共済会
に対し補助しています。
主な職員共済会事業：相互扶助事業、福利厚生事業、体育事業、健康管理事業

普通会計決算額　１７,２６７千円　（前年度 １６,６８２千円）

職員の健康管理事業は、地方公務員法や労働安全衛生法などの規定に基づき実施するものです。
上記の事業は、事業主の一部負担（市費）のほか、職員共済会、共済組合（公務員が加入する健康保険）、職
員の個人負担などにより実施しています。

１
２
３

人間ドック
定期健康診断
健康診断結果による保健指導

８３５人
１,４９３人
　　　４６人

受診者
４
５
６

婦人科検診
歯科検診
メンタルヘルス対策（研修）

４１４人
１人
１３１人

受診者

※受診者には一部、臨時非常勤職員を含みます。

種　類 概　　　　　　　　　　要 処分件数等　（２５年度）

分限処分

懲戒処分・
　矯正措置

職員が重い病気など一定の事由によってその職務を十分に果たすことが
できない場合や廃職・過員などが生じた場合に、本人の意に反してその身
分に不利益な変動をもたらす処分です。

懲戒処分は職員の義務違反に対する道義的責任を問う制裁処分です。
この懲戒処分とは別に、訓告や口頭厳重注意などの矯正措置があります。

分限処分１１件
（免職０、休職１１、降任０、降給０）

懲戒処分３件
（免職０、停職０、減給１、戒告２）
訓告等 ７件
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００～００ページから

(７) 職員給与費の適正化の状況　（２５年度普通会計決算）

市では、行財政改革大綱に基づき、職員給与の適正化に努めています。平成８年度から取り組んでいる全職員の昇給抑制、給料
表の減額改正、５５歳超の管理職員の給料月額１．５％減額その他給与制度・諸手当の見直し、職員数の削減により、平成８年のピーク
時に比べ１６．１％削減しています。また、給与制度の見直しを行い、２６年１月から初任給基準を４号俸の引き下げと国の地方公務員給
与抑制要請に基づき、２６年１月の全職員の昇給を停止しました。

① 職員給与費の削減状況

地方公務員の給与は、法律により国や他の自治体職員との均衡を図る必要があるとされており、そのための目安となる指標がいく
つかあります。２５年度普通会計決算に基づく県内各市との主な指標の比較は次のとおりです。

② 職員給与の県内各市（１９市）との比較

勤務時間その他の勤務条件の状況

(１) 勤務時間、休憩時間、休日など　（２６年４月１日現在　標準職場の例）

(１) 職員研修の状況　（２５年度）

※業務内容により上記の勤務時間によらない職場や交代制勤務職場などでは、別に勤務時間を定めています。

○市では、実際に支払われた決算額に基づく指標で県内各

市と職員給与を比較した場合、他市に比べて著しく高い職

員給与ではないものと考えておりますが、市の財政状況な

どを踏まえまして、引き続き職員給与の適正化に努力して

いきます。

○また、１８年４月に公務員の給与をよりその地域の民間給与

実態に合わせるための制度改正が行われ、飯田市でも職

員の給料表の水準を平均４.８％引き下げました。

１年間に支払われたすべての給与費を市の人口で割ったも
のです。職員の給与が人口規模に見合ったものであるか判断
できます。

市全体の支出に占める職員給与の割合です。市の財政規模（予算の大
きさ、つまり仕事量）に対して職員の給与が適正であるか判断できます。

ラスパイレス指数は、国と市の一般行政職（税務部門や企業職、
病院などを除く）の職員の基本給（４月分）を比較しています。１００以
下であれば国を下回っていることになります。

研修および勤務成績の評定の状況

※参加者には一部、臨時非常勤職員を含み、配属先の業務に係る専門研修を除きます。

１
２

３

新規採用職員研修（採用前、接遇、前期、３カ月経過、文書事務・情報セキュリティ、正式任用前）
年齢別階層別研修（危機管理、新任課長・課長補佐・係長、中堅職員、住民満足度向上、政策形成、法制執務、
キャリアデザイン、人事評価、地方自治法）
選択研修（マネジメント、カウンセリング、ISO、育成キャリア、地域課題、市町村アカデミー、地域リーダー養成塾、
救急救命、中央省庁等長期派遣）

３５２人
３７４人

６７２人

(２) 勤務成績の評定の状況　（２６年４月１日現在の制度）

市では職員の人材育成を目的として人事評価制度を導入して
おり、職員一人ひとりの資質の向上や組織として最大限の成果を
発揮できる仕組みづくりを進めています。
また、職員の能力や実績をより重視した処遇確立のため、給与

制度や昇任制度の見直しを行っています。

普通会計決算額　２１,８６６千円（前年度 ２７,９８４千円）                                                                  　　　　　      延べ参加者

市
民
１
人
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り
の
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）
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市
全
体
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支
出
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め
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給
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費
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割
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市
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28

29

30

31

32

33

34

35

36

0.0
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92.0

93.0

94.0

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

100.0

101.0

102.0

 ３.９万円
（９番目）

飯
田
市

０.０

４.０

３.５

４.５

５.５

６.０

６.５

５.０

（万円）

０

６

８

１１

１２
 

（％）

県内各市

県内各市

１０

９

７

   ９.３％
（６番目）

飯
田
市

県内各市飯田市：ラスパイレス指数９７.２（９番目）   平均給料月額３１.７万円（１４番目）

ラス指数 平均給料月額（万円）

平均給料月額 ラス指数

飯
田
市

昇任に係る人事評価 年２回（６月、１１月） 該当職員

目標管理の成果確認
および勤務実績評価

年２回（９月、３月）

評定の種類 実施時期 被評定者

年１回　（９月）昇給に係る人事評価
全職員

１週間の
勤務時間

週休日 ・ 休 日

３８時間４５分
週休日：土曜日・日曜日
休　日：祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）

正午～午後１時午前８時３０分 午後５時１５分

始業時刻 終業時刻 休憩時間

１日の勤務時間の割り振り
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収入　８０１億円
支出　８０４億円

前年度に比べて純資産は３１億円増加

市民１人あたりの純資産残高１５９万円

→　資金残高は８６億円から８３億円に３億円の減少

　貸借対照表の純資産（資産と負債の差額）が平成２５年度中にどのように増減したかを表している財務書類で、
これまでの世代が税金などの負担で形成した資産のことを指し、資産と負債の差額で算出されます。

平成２４年度末

純資産残高

１,６３６億円

平成２５年度末

純資産残高

１,６６７億円

３１億円 の増

純資産変動計算書を見る

収入合計 ８０１億円、支出合計 ８０４億円

　現金の流れを示すもので、資金収支を性質別に区分することで、どのような活動に資金を充てているかわかりま
す。当年度の資金収支は、支出が収入を上回り資金が３億円減少しました。これにより、前年度からの繰越金（期首
資金残高）８６億円が８３億円になり、翌年度への繰越金になります。

経常的収入　７１５億円

資本的収入　２０億円

財務的収入　６６億円

経常的支出　６１３億円

資本的支出　９３億円

財務的支出　９８億円

資金収支計算書を見る

市ウェブサイトでは実際の一般会計、普通会計、単体会計および連結会計それぞれの財務諸表を公表して

います。また、概要版「財務諸表の見方」では、前年度との比較を交え、より詳しい解説を掲載しています。

○市ウェブサイト

（http: //www.city.iida .lg . jp/soshiki/2/kessan .html）

■問い合わせ／財政課　財政係

市政情報　＞　市政　＞　予算・決算　＞　年度別決算の概要についてお知らせします
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経常費用６３４億円、経常収益１６９億円　→　純行政コスト４６５億円

市民１人あたりの純行政コスト４４万円

純資産比率は６２.１％に

市民１人あたりの資産２５６万円／市民１人あたりの負債９７万円

平成２５年度　飯田市財務４表を公表しました。

　貸借対照表とは年度末時点に保有する資産と、その資産をどのような財源（負債、純資産）で賄ってきたかを対比
して表したものです。資産の状況を左側（借方）に、その財源となった負債と純資産を右側（貸方）に表示します。

　福祉活動や教育活動などの行政サービスに係る経費（経常費用）と、その行政サービスを受けた方が、その対価
として直接的に負担する使用料・手数料などの財源（経常収益）を対比させた財務書類です。なお収入のうち、税
収や地方交付税、国県補助金などは行政コスト計算書の収益には計上されません。

人件費

１４９億円（２３.５％）

物件費

７６億円（１２.０％）

経費

６３億円（９.９％）

社会保障関係費等移転支出

２２１億円（３４.９％）

補助金等移転支出

１０６億円（１６.７％）

業務関連費用

１９億円（３.０％）

経常費用　６３４億円

経常収益　１６９億円
使用料、手数料など

資産合計　２,６８３億円

【内訳】

金融資産　２６３億円

非金融資産　２,４２０億円

負債合計　１,０１６億円

純資産合計　１,６６７億円

現在の会計制度による地方公共団体の決算は、

予算に対し、実際にどのような収入と支出があったか

を表しています。しかし、これまで整備してきた資産

や借入金などの負債の情報、行政サービスの経費

（コスト）などが把握しづらいという課題がありました。

市では平成２０年度決算から、企業会計的な手法を

取り入れた新地方公会計制度に基づき、基準モデ

ルによる財務４表を作成し公表しています。

企業会計的な地方公会計制度を取り入れること

で、これまでの会計では見えなかったコスト情報等が

明らかになりました。ここでは市の全会計を連結した

財務 ４表を、わかりやすく見ていきます。

借方　２,６８３億円 貸方　２,６８３億円

貸借対照表を見る

行政コスト計算書を見る
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【鉛製給水管水質検査フローシート】【鉛製給水管水質検査フローシート】

その給水管は、すべての部分が平成５年
以降に設置されたものですか？

鉛管は使用されていないので鉛はでない

検査結果をお客様へご通知し対応を
ご相談いたします

水道課給水係へ問い合わせをお願いします。
☎０２６５（２２）４５１１　 内線５２７６

水道課でお客様の給水栓の登録を確認

水質検査の実施（検査費用は無償）
採水へ水道課職員が伺います

鉛管が使用されている
または
登録情報が不明

登録情報で鉛管が
使用されていない

はい

後日

いいえ
わからない

スタート

水道使用についてのお知らせ水道使用についてのお知らせ ●問い合わせ
上下水道局 水道課 給水係　内線５２７６

市内では、平成４年度まで各家庭での給水管工事の際に、一部に鉛製給水管（鉛管）が使われているこ
とがありました。水道局では平成１８年度からこれら鉛管の布設替事業を実施しており、平成２５年度までに
約１１,５００カ所の解消を行いました。
今年度、調査したところ、使用材料が鉛管であるものと材料が不明なものを合わせ約１９,０００カ所残って

いることが判明しましたので引き続き年次計画により布設替を行っていきます。

水道水に含まれる鉛濃度（基準値0.01mg/㍑以下）につきましては、毎年定点を定めて水質検査を行っており、
加えて今年度は市内全地区から代表給水管を抽出した水質検査を行いましたが、いずれも基準値を下回っており
飲用について問題はありません。不安に思われるお客様には鉛濃度の水質検査を実施いたしますので、下記の「フ
ローシート」に従い水道課までご連絡ください。

■ 鉛製給水管について

水道水中の鉛濃度についてご心配な方は

午前８時３０分～午後５時１５分　
（土・日曜日、祝日を除く）

飯田市観光振興ビジョン（案）に対する意見の募集

１月１５日㈭～２月１３日㈮

○観光課（まちなかインフォーメーション）
○行政資料コーナー（新庁舎２階  総務文書課受付）
○各自治振興センター　（橋北、橋南、羽場、丸山、東野地区を除く）
○飯田市公民館、
　橋北・橋南・羽場・丸山・東野公民館
○りんご庁舎市民証明コーナー

※市の公式ウェブサイトでも閲覧できます。
http://www.city.iida.lg.jp/life/5/30/

閲 覧 場 所
意見の提出方法

閲 覧 時 間

意見の提出先・問い合わせ

意見の募集期間

〒３９５-００４４　飯田市本町１丁目２番地
産業経済部　観光課
　　 ０２６５-２２-４８５１（直通）  　　 ０２６５-２２-４５６７
ecotur@city.iida.nagano.jp

意見書に住所、氏名を明記の上、閲覧
場所へ持参していただくか、郵送または

ＦＡＸ、Ｅメールにより下記まで送付してください。

市では、リニア中央新幹線の開業や三遠南信自動車
道の全面開通による、新交通網時代を見据えた飯田市
の観光の将来像を描き、今後、市民・事業者・関連団
体・行政などの多様な主体が協働して取り組む観光振
興の基本的な考え方や方向性を「飯田市観光振興ビ

ジョン（案）」としてまとめました。
つきましては、ビジョン（案）を公表しますので、皆さん

のご意見をお寄せください。

※寄せられたご意見とその意見に対する市の考え方については、
後日公表します。

パブリック
　　　コメント
Public Comment
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※FAXの場合、この用紙を切り取らずに、 　 ０２６５（５９）７１６２  または 　 ０２６５（２４）１１４２ まで送信してください。
参加申込書の個人情報につきましては、本講座以外の目的には使用いたしません。

氏　　　名

（　　　歳）

住　　　　所 電 話 番 号（連絡先）

● 飯田商工会議所

０２６５（２４）１５００ ０２６５（２４）１１４２

● 飯田市金融政策課

０２６５（５９）７１６１ ０２６５（５９）７１６２

■主　催／飯田市・飯田商工会議所

申し込み・問い合わせ申し込み・問い合わせ

１月２０日㈫
申込締切

◆講師紹介

１９６２年生まれ。２級ファイナンシャル・プランニング技能士、国際
コーチ協会認定ポテンシャルコーチ、企業金融コンサルタントとし
て指導実績多数。都市銀行を経て住宅資材メーカーなどに勤務。
平成１４年２月ライフプロデュースを開業、平成１９年１０月に法人化、
現在に至る。

◇ 創業の心構え「目的」と「目標」

◇ 事業の役割、経営の目的など

◇ 経営に必要なコミュニケーション術

◇ 経営資源とマーケティング

講　座　内　容（カリキュラム）講　座　内　容（カリキュラム）

◇ マーケティングと価格戦略

◇ ビジネスプランについて

◇ ビジネスプランの作成

◇ ワークショップ（仮想起業）

振田　仁 さん　（ふった ひとし）
●株式会社ライフプロデュース代表取締役・
長野県中小企業振興センター登録専門家

『起業家育成セミナー』　参加申込書第２回起業講座

講 

師

飯田商工会館１階
商店街交流ホール（常盤町４１番地）

会　場

日　時

午前１０時～午後４時　（途中休憩１時間）

受講料 ２,０００円（資料代）
定　員 ３０人程度

１月２４日　３１日土 土・

次のいずれかに電話またはＦＡＸで、氏名・年齢・
住所・電話番号（連絡先）をご連絡ください。

１月２４日（土） １月３１日（土）

こんな方に おすすめ です！

経験豊富な講師から、起業に向けての心構えやビジネスプランの作成を学びましょう。

起業に少しでも興味や
関心のある方

起業プランやアイデアを
持っている方

起業して間もない方

事業成功のヒントを得たいと
考えている方

あなたの夢をカタチにしませんか！あなたの起業を応援します！！
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毎月第３日曜日は 
「結いの日（家庭の日）」

あいさつは、人と人とのより良

い関係を作るための第一歩です。

まずは家族の中で自分からあい

さつをする習慣をつけましょう。

そして、あいさつの輪を近所、

地域へと広げていきましょう。

あいさつあいさつあいさつ

お互いの顔を見ながら会話す

ることで、「自分の気持ち」を伝え

る力や「ほかの人の気持ち」を感

じる力が育ちます。ケータイや

メールばかりではなく、お互いの

顔を見ながら“ 心と心 ”“ 言葉と

言葉”で会話をしましょう。

会　話会　話会　話

お手伝いは子どもたちの「自立

心」や「責任感」を育て、最後まで

やったことで「達成感」を持つこ

とができます。また、家族みんな

で家事を協力することで、お互い

に認め合う心・感謝する心、相手

を思いやる心も生まれます。

お手伝いお手伝いお手伝い

本を読むことで「表現力」や「想

像力」が育まれます。また、「読み

聞かせ」は子どもに「豊かな感情」

を養い、そのふれあいのひと時は

親子での絆を深める機会となり

ます。

読　書読　書読　書

わが家の結いタイムわが家の結いタイムわが家の結いタイム

子どもが育ち　親が育つ　家庭共育

～家族のふれあいのために～

家族が一緒に過ごし心を通わせるひと時を「わが家の結いタイム」と名付けました。
まずは、「あいさつ」「会話」「お手伝い」「読書」から始めてみましょう。

◆結いタイムの情報はこちらから 生涯学習・スポーツ課

地育力向上係

問い合わせ

地育力どっとネット

※

画
面
イ
メ
ー
ジ

下久堅、上久堅、千代、龍江、上村、
南信濃地区にお住まいの方

ムトスまちづくり推進課

上記以外の地区にお住まいの方

㈱飯田ケーブルテレビ　 ０２６５-５２-５４０６ ■問い合わせ　総務文書課　情報システム係

ゆい

飯田市からのお知らせ、地域からのお知らせ、お悔や

み情報、リサイクルステーション、休日当番医、緊急情報

など、生活に役立つ情報をお届けしています。

データ放送をご覧になるためには、ケーブルテレビへ

の加入が必要となります。

ケーブルテレビへの加入についての詳しいお申し込

みは次までお願いします。

ケーブルテレビのデジタル１２チャンネルで放送中!!

リモコンの　　　　　　　　ボタンで画面表示の情報

メニューを移動し選択します。

リモコンの　　　ボタンを押すことによって、

その情報の内容を見ることができます。

決定決定

上 下 左 右上 下 左 右

ご  利  用  方  法

ゆいゆい
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１月１５日号は休刊です

いいだ安全・安心メールを配信しています
市では、火災発生や事件・事故などの情報をメールで配信

しています。このサービスを利用するためには、次のとおり
利用者登録が必要です。ぜひ登録をしてください。

登録上の注意
○すべての情報が必要な場合は、それぞれ登録をしてください。
○携帯電話の設定でインターネットからのメールを受信拒否している場合は、
city.iida.nagano.jpを受信したいメールドメインの項目に登録してください。
○URL付きメールの受信を許可してください。

■問い合わせ　　　総務文書課　情報システム係

登録方法

携帯電話またはパソコンから、次のアドレスにメールを送信
してください。(題名や本文を入力する必要はありません)

返信メールに記載された登録用ホームページの
アドレス（URL）をクリックしてください。

ガイダンスに従って利用者登録をしてください。
（登録完了）333手順

222手順

111手順

事件・事故情報、不審者情報、気象・災害警報、
行方不明者情報、その他の情報

火災情報 iida.kj@mpme.jp

iida.jh@mpme.jp

飯田市立病院から
外来診療制限のお知らせ

耳鼻咽喉科では、常勤医師の体制が整わないことから、
初診患者さんの受入れが困難な状況になっています。
つきましては、次のとおり診療を制限させていただいてお

りますのでご了承ください。

市立病院事務局　庶務課　　　　　０２６５（２１）１２５５　　内線２３３３

①他の医療機関からの紹介状をお持ちいただい
た患者さん中心の診察とさせていただきます。

②紹介状を持たずにご来院いただいた場合は、
診察をお受けいただくことができない場合が
あります。症状によっては、他の医療機関を紹
介させていただきます。

問 い 合 わ せ

各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。 

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

家庭児童相談 りんご庁舎２階

新 庁 舎 １ 階

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

新 庁 舎 ２ 階

りんご庁舎３階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３０２

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００

新 庁 舎 ３ 階

教育相談室
内線３７２１

専用電話（ＦＡＸ兼用）
☎０２６５（５３）８７３０

２月１０日㈫
１３：００～１６：００

総務文書課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

※本人確認がで
きる書類と写
真１枚が必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

１月２６日㈪
２月９日㈪

１３：３０～、１５：００～

保健課保健指導係
内線５３０６
（予約制）

障害のある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障がい者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消 費 者 相 談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

男女共同参画課
内線５４５３

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法 律 相 談
（現在係争中の

ものは除く）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００
受付１５：３０まで

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

飯田商工会議所
（ 常 盤 町４１）

ジョブカフェいいだ
☎０２６５（５３）８９６６
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制・無料）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：３０
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５７３９

１月２０日㈫
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５４５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週木・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木・金曜日
１３：００～１７：００

毎月第１・
第３木曜日

１３：００～１６：００
※希望の方は
　前日午後５時
　までに申し込む

飯田勤労者
福祉センター

産 業 振 興 課
☎０２６５（５３）６０７８

南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外

国

語

相

談

外国人相談窓口
（市役所新庁舎

１階）

男女共同参画課
内線５４５５

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

高齢者の介護や
福祉などの相談

成年後見相談

の

相

談

女

性

の

た

め

心
配
ご
と
相
談

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

新 庁 舎 １ 階

新 庁 舎 ２ 階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特 別
（法律的）

一 般

ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１
市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

※１月から新庁舎移転に伴い相談場所が一部変更になります。
詳しくは各相談窓口へお問い合わせください。
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企画課 企画調整係　内線

三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信 遠
州
遠
州三市合同企画 第１１８回

四
季
折
々
３
０
０
０
種
の

花
と
緑
が
織
り
成
す
憩
い
の

ガ
ー
デ
ン
「
は
ま
ま
つ
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
」。冬
は
花
が
少

な
く
な
る
時
期
で
す
が
、フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
は
１
年
を

通
じ
て
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。

新
春
の
１
月
上
旬
か
ら

２
月
上
旬
ま
で
、
正
面
ゲ
ー

ト
を
入
っ
た
広
場
を
鮮
や
か

に
飾
る
の
が
「
早
春
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
」。こ
の
時
期
に
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
！？
と
思
わ
れ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
開
花
調
整

に
よ
っ
て
花
を
早
く
咲
か
せ

た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
、皆
さ
ん

を
お
出
迎
え
し
ま
す
。
色
と

り
ど
り
の
プ
リ
ム
ラ
や
、
早

咲
き
の
ナ
ノ
ハ
ナ
と
併
せ

て
、
新
年
最
初
の

春

を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
に
も
、こ
の
時
期

の
園
内
で
は
、ろ
う
を
塗
っ
た

よ
う
な
つ
や
の
あ
る
黄
色
い

花
が
特
徴
の「
ロ
ウ
バ
イ
」
、

さ
わ
や
か
な
香
り
を
漂
わ
せ

る「
フ
サ
ザ
キ
ズ
イ
セ
ン
」
、

サ
ザ
ン
カ
、パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ

ラ
な
ど
の
花
々
が
咲
い
て
い

ま
す
。

ま
た
、
季
節
の
装
飾
が
楽

し
め
る
大
温
室
や
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、売
店
も
あ
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
寒
い
季
節
で
す

が
、
一
足
早
く
春
を
迎
え
た

よ
う
に
咲
く
可
憐
な
花
々

を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
！

は
ま
ま
つ

   

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

は
ま
ま
つ

   

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

は
ま
ま
つ

   

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

早
春
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
お
出
迎
え

早
春
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
お
出
迎
え

はままつフラワーパーク
浜松市西区舘山寺町１９５

　 ０５３（４８７）０５１１
開園時間（２月まで）：午前１０時～午後４時３０分

入園料（２月まで）：

大人 ５００円（５００円分のお買い物券が付いています！）

中学生以下 無料

駐車料金：２００円／１回

はままつフラワーパーク

✿

✿

✿

✿

✿
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１月１５日号は休刊です

りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコカフェ Info
りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話  ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

１月８日㈭より申し込み受付開始します

１月のエコカフェ

★無添加の甘酒を作ろう！
～長野県産吟醸米こうじの魅力～
日時：１月１４日㈬

①１０：００～１２：００　②１３：００～１５：００
講師：田中寛人さん （こうじ屋田中商店）
参加費：９００円
持ち物：魔法瓶または保温のできる電子ジャー

★自然の優しさと美味しさを楽しもう！
身体に優しいマクロビ料理
～玄米ごはん・だしを使わない味噌汁・
車麩のステーキ他～
日時：１月２１日㈬

①１０：００～１２：００　②１３：３０～１５：３０
講師：尾曽恵美子さん （マクロビカフェ喆喆）
参加費：８００円　　　持ち物：エプロン・三角巾

★手作りチョコで幸せを贈ろう！！
～バレンタインデーに向けて～
日時：１月２２日㈭

①１０：００～１２：００　②１３：００～１５：００
講師：鈴木正太さん （ＨＯＴＡ　ｐａｓｔｒｙ）
参加費：８００円
持ち物：エプロン・三角巾

★簡単！棒針でガーター編みのポーチを作ろう！
～あまり糸が変身～
日時：１月２７日㈫　１０：００～１２：００
講師：胡桃沢志保さん （ｓｐｏｏｌ）
参加費：５００円
持ち物：同じ太さの余り糸（４色）・棒針（６～９号くらい）
とじ針（あれば）ボタン（直径１５ｍｍ～２０ｍｍくらい）
かぎ針５～７号・道具のない人には貸出します

★地元食材でエコ・クッキング
～石焼風ビビンバ・うまみたっぷりキムチスープ～
日時：１月２８日㈬　１０：００～１２：００
講師：松澤愛さん
（信州ガス（株）エコクッキングナビゲーター）
参加費：３００円
持ち物：エプロン・三角巾・古タオル
※エコ・クッキングは東京ガス（株）の登録商標です。

★レジ袋で作る壁飾り
～身近なレジ袋とテープを使って～
日時：２月４日㈬　１０：００～１２：００
講師：湯澤和代さん
参加費：１００円
持ち物：はさみ・３０㎝ものさし・サイズ違いのレジ袋３枚

食
べ
物
に
感
謝

一
月
と
い
え
ば
新
年
会

な
ど
の
宴
会
が
多
く
催
さ

れ
、
美
味
し
い
食
事
と
美
味

し
い
お
酒
が
つ
き
も
の
。
楽

し
い
ひ
と
時
で
す
ね
。
さ
て

お
酌
に
・
・
で
も
ち
ょ
っ
と

待
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は「
今
自
分
の
目
の

前
に
あ
る
そ
の
お
料
理
」
を

食
べ
ま
せ
ん
か
。
ご
存
じ
の

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
長

野
県
で
は「
宴
会
食
べ
切
り

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
食
べ
残
し
で
一
番

多
い
の
が
宴
会
で
の
食
べ
残

し
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
飲

食
店
や
幹
事
さ
ん
に
も
協
力

し
て
も
ら
い
極
力
食
べ
残
し

を
な
く
そ
う
と
い
う
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。

衛
生
上
、
残
っ
た
食
べ
物

を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
な

い
お
店
も
あ
る
の
で
、
最
初

か
ら
適
量
を
注
文
し
て
、
残

飯
が
で
な
い
食
事
を
心
が
け

た
い
も
の
で
す
。

日
本
に
は
挨
拶
を
大
事

に
す
る
文
化
が
あ
り
ま
す
。

食
事
の
前
に
は
「
い
た
だ
き

ま
す
」の
挨
拶
を
し
ま
す
が

一
説
で
は「
い
た
だ
き
ま
す
」

の
言
葉
に
は「
も
の
の
命
を
い

た
だ
き
ま
す
」
と
い
う
意
味

合
い
が
あ
る
そ
う
で
す
。
英

語
に
は「
い
た
だ
き
ま
す
」に

相
当
す
る
言
葉
は
な
い
よ
う

で
す
が
日
本
の
場
合
は
食
べ

物
に
対
す
る
感
謝
の
思
い
が

こ
う
い
う
挨
拶
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

和
食
が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
、ま
す
ま
す
日

本
の
食
生
活
に
つ
い
て
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
時
期
で
す
。

家
庭
で
も
外
食
で
も
食
べ
残

し
が
な
い
よ
う
に
気
持
ち
良

く
食
事
を
す
る
こ
と
が
お
財

布
に
も
身
体

に
も
優
し
い

エ
コ
生
活
と

い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う

ちょっと

　エコな
生活をちょっと

　エコな
生活をちょっと

　エコな
生活を
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

絵手紙講座
２月５日㈭　９：００～１１：００　対象：成人
講師：黒河内秀幸 （日本絵手紙協会）
内容：絵手紙を楽しく描きます。

お手玉遊び
２月７日㈯　９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：おしなごの会
内容：お手玉を作ってお手玉遊びを楽しもう！

写真講座（講義２回目）
２月１１日㈷　９：００～１１：００　対象：成人
講師：宮島　功 （飯田市写真家）
内容：撮影の方法を学びます。

冬の鳥の観察
２月１４日㈯　９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：信州野鳥の会
内容：カモ類など冬の鳥を観察します。

※材料がなくなり次第終了します

窯焼きピザづくり（和風みそ）
１月２５日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：３００円

窯焼 きピザづくり（サバ缶トマト）
２月８日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：３００円

冬あそびをしよう
１月２４日㈯　１０：００～１２：００（午前中のみ）
参加費：３０円（保険料）　受付場所：なかまの館
※当日、雪がない場合は代替イベントを行います。

冬の鳥調査隊
２月１４日㈯　１０：００集合
参加費：３０円（保険料）　集合場所：なかまの館
持ち物：望遠鏡・双眼鏡がある方は持ってきてください。
講師：大原 均さん

伊那谷方言カルタ大会
１月１７日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００

巨大すごろく大会
１月１８日㈰１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

あみもの教室　ボックスｄｅマフラー
１月３１日㈯　１０：００～１２：００（午前中のみ）
材料費：５００円

簡単！お面づくり＆豆まき
２月１日㈰
お面づくり　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
豆まき
①１２：００集合　②１５：００集合

バレンタインのカードをつくろう
２月７日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

和紙でつくるおひなさま
２月１１日㈷　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１００円

陶芸技術講座（全３回）
１月２４日㈯・２５日㈰・２月１日㈰　９：００～１２：００
材料費：３回で５,０００円　　場所：土の工房
講師：加藤元秀さん（陶芸家）

論文・レポートの書き方講座（全２回）
１月２９日㈭・３０日㈮　９：３０～１６：３０
持ち物：ノートパソコンがある方は持ってきてください。
場所：どんぐり会議室
課題：論分・レポートの研究テーマを

考えてきてください。（内容 は問いません）
講師：羽場睦美さん（野外教育研究財団　理事長）

初挑戦！デジタル一眼レフカメラ
２月１１日㈷　１３：００～１６：００
持ち物：デジタル一眼 レフカメラ（ミラーレス可）
場所：どんぐり会議室
講師：吉田哲也さん

手作り帽子づくり
１月３１日㈯　１０：００～１６：００　対象：成人向け
材料費：２,０００円　場所：どんぐり会議室
講師：中島久美子さん
※定員になり次第締め切り

けん玉教室
２月７日㈯　１３：３０～１５：３０　場所：なかまの館　
主催：アップルけん玉クラブのみなさん

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。詳細は公園ホームページにてご確認く
ださい。

※予約制のイベントは公園事務局までお電話ください。
※１月１５日～２月１４日までの休館日（屋外は利用できます）

１月１９日㈪・２６日㈪・２月２日㈪・９日㈪・１２日㈭

森森子ども大学（子ども体験学習）

食の工房体験学習

森森探検隊

なかまの館体験学習

森森大学院（成人向け講座）
※対象：成人向け　　　※予約制（定員になり次第締め切り）

市民の皆さんによる活動

お知らせお知らせ

「もりもり文化祭　参加者募集中！」
２０１５年３月２１日㈷・２２日㈰に
「かざこし子どもの森公園　もりもり文化祭」を
開催いたします。
ステージ発表の出演者、手づくりワークショップ・
フリーマーケットの出店者を募集しています。
詳しくは公園ホームページをご覧ください。

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴をお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

材料費・参加費については、特に記載のないものは無料

NEW

NEW

要予約

NEW
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
　http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

飯田ＺＯＯウインターラリー
１月１７日㈯～２月１５日㈰　（雨天中止）

節分イベント
ニホンザルにマメをプレゼント
１月３１日㈯～２月１日㈰　１１：３０～　（小雨決行）

いつも一緒♪
～オリジナルカレンダープレゼント～
予約期間：１月３１日㈯～２月１５日㈰
カレンダー受渡期間：３月１４日㈯～３月３１日㈫
予約方法：事務所受付・電話・ＦＡＸ・Ｅメール
予約内容：名前・住所・電話番号・

記入希望の記念日（１０個まで）

木の実で楽しいお話作り
１月１７日㈯　９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：木の実でお話を作って

コマ撮り動画を楽しみます。

エコ布ぞうり作り
１月２１日㈬　９：００～１５：００　対象：成人
講師：かわらんべ協力員
内容：古布を利用して布ぞうりを作ります。

ｎｅｗかわらんべウォーキング
１月２２日㈭　１３：３０～１５：３０　対象：成人
講師：酒井浩文 （ソウル五輪競歩代表）
内容：基礎の健康ウォーキング（かわらんべコース３㎞）

冬の星
１月２３日㈮　１８：３０～２０：００　対象：小３年～成人
講師：今村理則 （元かわらんべスタッフ）
内容：オリオン星雲など星雲や星団を観察します。

ココアくず湯作り
１月２４日㈯９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：ジャガイモから片栗粉をとり、
 ココアくず湯にして楽しみます。

こども自然観察カメッチ塾（１回目）
１月３１日㈯　９：０００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：デジカメやスケッチで

自然を観察・記録（全８回）。

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあります。

ビーバーの巣直しみれるかな？
１４：４５～　ビーバーの活動開始時間によって、変更する
場合があります。

みんなでリクガメをビッグにしよう！
１１：４５集合
人数：１日５組（各組１日１回づつ）
申込期間：前日の開園時間中まで
参加資格：１１：４５までに来園できる方

１月１９日㈪、２６日㈪、２月２日㈪、９日㈪、１２日㈭

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

毎週土日・祝日のイベント （定期）

毎週土日・祝日のイベント （１２月～３月）

休園日（１月１５日～２月１４日の期間中）

１日
３０人

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　　０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　　０２６５（２３）３５５２

※詳細はＮＰＯ法人
いいだ人形劇センター
０５０（３５８３）３５９４に
お問い合わせください。

★第１１回 いいだ人形劇まつり「りんごっこ劇場」

日時：２月８日㈰　 第１部　１０：３０開演
第２部　１３：３０開演

会場：飯田女子短期大学地域響流館アカシアホール
出演：地元アマチュア劇団、学生劇団など９団体
入場料：２００円（３歳未満無料）

★沢則行フィギュアシアタ・デザインコース
成果発表プレゼンテーション

日時：１月１０日㈯・１１日㈰
午前１０時～

会場：川本喜八郎人形美術館　ほか
★受講生の制作したデザイン画・
舞台模型・人形などの
展示と美術プランのプレゼンを行います。

★いいだ人形劇センタープロデュース人形劇
「人魚姫」公演

日時：３月６日㈮　 午後７時３０分
３月７日㈯　 午後２時、午後６時
３月８日㈰　 午前１１時

会場：飯田人形劇場
入場料：一般　１,０００円／中高大学生　５００円／

３歳～小学生　３００円
脚本・演出：くすのき燕、美術：吉澤亜由美

制作スタッフ

募集中!!
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植物油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。古紙配合率80％以上の再生紙を使用しています。

飯田市の人口（12/1現在）■人口＝104,843人（前月比－78）男50,114人／女54,729人  ■世帯数＝39,395世帯（前月比－18）
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